
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－２３５ 高等学校 国語科 現代の国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修の基本方針 

１．近現代のすぐれた文章に触れることにより、言語感覚を磨き、知識と教養を身に付け、豊かな感

性や情緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養い、自発的・

創造的な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより、さまざまな社会的要請に応え得る人間性の

育成に役立てられるようにした。 

４．現代社会における問題を具体的に扱った教材を意識的に採録して、人間・環境・社会などさまざ

まな課題に向き合う態度を養うことができるように配慮した。 

５．我が国の言語文化の伝統を深く理解したうえで、言葉によって的確に理解し、適切に交流する能

力をはぐくみ、真に国際的な人間形成を促すことを期した。 

 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

考えを組み立てる 

―自己と他者 

・読書や学問に関わる題材を採録し、幅広い知識と

教養を身に付け、真理を探究する人間のさまざま

なありようを示すことによって、生徒の人間性・

社会性の涵養に働きかけられるようにした（第１

号）。 

・スピーチを行う活動を設定し、自分の考えや事柄

を国語で適切に伝える能力を伸ばせるようにした

（第１号）。 

・個性を肯定するとともに、多様な価値観について

述べた題材を採録し、異なる立場からの意見を尊

重する態度を身に付けられるように配慮した（第

２号）。 

p.14～p.21 

 

 

 

 

p.22～p.25 

 

 

p.26～p.33 

効果的に伝える ・コミュニケーションを円滑に行えるよう、話し方

の基礎を身に付けたり、口頭で案内したりする活

動を設定し、自分の考えや事柄を国語で適切に伝

える能力を伸ばせるようにした（第１号）。 

・目的に合わせて機器を用いたり、情報を収集して

適切に扱ったりといった、現代社会において重要

とされる能力を高めることを目指した（第１号）。 

 

p.36～p.39 p.40～p.43 

 

 

 

p.44～p.56 

論理の展開を捉え

る 

・文章の論理構造を捉えて論理的に考える力を育

み、社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に付

けることを目指した（第１号）。 

 

p.58～p.74 

 



情報を集める 

―言葉と文化 

・比較文化論・言語論を採録して、我が国の言語文

化に対する関心を喚起するとともに、他国の文化

を尊重する態度を養うことができるよう配慮した

（第５号）。 

・レポートを書くという、実社会と深く関わる題材

を積極的に採録し、生徒が自らの問題として考え

を深めることができるようにした（第３号）。 

p.76～p.83 p.94～p.101 

 

 

 

p.90～p.93 

情報を活用する 

―科学技術とメデ

ィア 

・科学技術の発展、メディアへの向き合い方など、

現代の諸問題を取り上げた題材を採録し、生徒が

社会の形成と発展について考察を深められるよう

配慮した（第３号）。 

p.104～p.111 p.112～p.121 

 

相手を説得する ・コミュニケーションを円滑に行えるよう、書き方

の基礎を身に付け、自分の考えや事柄を国語で適

切に伝える能力を伸ばせるようにした（第１号）。 

・生徒にとっての実社会と深く関わる、取扱説明書

や紹介文を書く活動を設定し、生徒が自らの問題

として考えを深めることができるようにした（第

３号）。 

p.128～p.133 

 

 

p.134～p.137 p.138～p.148 

根拠を示して主張

する 

・文章の構成や論展開を捉え、論理的に考える力を

育むことで、社会生活に必要な言葉の知識や技能

を身に付けることを目指した（第１号）。 

 

p.150～p.154 p.155～p.160 

p.161～p.164 

主張を把握する 

―身体と時間 

・身体論を採録し、真理を探究する人間のありよう

を示すことによって、生徒の人間性・社会性の涵

養に働きかけられるようにした（第１号）。 

・近代社会の秩序や理念について述べた題材を採録

し、生徒が社会の形成と発展について考察を深め

られるよう配慮した（第３号）。 

p.166～p.171 

 

 

p.174～p.181 

主張を吟味する 

―経済社会と人間 

・資本主義や近代社会の秩序や理念など、現代の諸

問題を取り上げた題材を採録し、生徒が社会の形

成と発展について考察を深められるよう配慮した

（第３号）。 

・働くことや社会生活を送ることについて考察した

題材を採録し、生徒が自らの問題として考えを深

められるようにした（第２号）。 

・学校生活や地域生活など、実社会に対する意見文

を書く活動を設定し、生徒が自らの問題として考

えを深めることができるようにした（第３号）。 

p.184～p.192 p.200～p.209 

 

 

 

p.193～p.199 

 

 

p.210～p.215 

主張を比較する 

―環境と倫理 

・環境、自然、生命といった、現代の諸問題に深く

関わる題材を採録し、生命を尊ぶ態度を養うとと

もに、生徒が自らの問題として考えを深めること

ができるよう配慮した（第４号）。 

・科学と技術の関係について述べた題材を採録し、

生徒が社会の形成と発展について考察を深められ

るよう配慮した（第３号）。 

p.218～p.226 p.237～p.245 

 

 

 

p.227～p.236 

合意を形成する 

―現代社会の課題 

・現代社会の秩序や理念について述べた題材を採録

し、生徒が社会の形成と発展について考察を深め

られるよう配慮した（第３号）。 

・話し合って意見をまとめる活動を設定し、自ら課

題を設定して取り組む態度を養うことができるよ

うに配慮した。課題の内容についても、生徒の自

由な創造性を伸ばすことを目的にしたものを取り

入れた（第２号）。 

p.248～p.254 p.255～p.275 

 

 

p.276～p.281 



実用文を読む 

―生活の中の表現 

・学校生活や地域生活など、生徒にとっての実社会

と深く関わる題材を積極的に採録し、生徒が自ら

の問題として考えを深めることができるようにし

た（第３号）。 

p.284～p.287 p.288～p.292 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び、学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」、ま

た、第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ、評論教材の最後に「学習の手引き」「言語活動の手引き」「言葉の手引き」として課題を用意

し、発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め、自ら

の考えを的確に表現する資質・能力を養うとともに、生徒相互の意見交流を通じて、多角的で客観性のあ

る批判的思考能力を養えるよう配慮した。 

・「読みを広げる」を設定して、読書の幅を広げることができるようにした。 

・「コラム」を設定して、目的に合わせて機器を用いたり、情報を収集して適切に扱ったりといった、現代

社会において重要とされる能力を高めることができるようにした。 

・「評論キーパーソン一覧」として、現代の思想に影響を与えた主たる思想家・哲学者を示し、幅広い知識

と教養を身に付けられるよう配慮した。 

・「資料編」に、表記や表現、文字や語彙、コミュニケーションに関する実用的な資料を採録し、実生活に

必要な知識と教養を身に付けることができるようにした。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか、カラーユニバーサルデザインにも配慮し、すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。  
  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－２３５ 高等学校 国語科 現代の国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 
・国語の資質・能力を育成し、実社会に必要な国語の知識や技能を効果的に身につけるため、思考力・
判断力を育成するための学びと、表現力を育成するための学びとが、それぞれ系統的に行えるように
教材を配置した。 

・評論、および、実用的な文章を取り上げた箇所では、身につけたい国語の力と文章テーマとを意識し
て単元を構成し、教材どうしが有機的な繫がりをもって学習できることを意図した。 

・「Ａ 話すこと・聞くこと」と「Ｂ 書くこと」に関わる教材を取り上げ、「現代の国語」の目標に掲
げられている、「他者との関わりの中で伝え合う力を高め」るための学びを実現することを意図し
た。 

・「Ｃ 読むこと」の教材選定にあたっては、生徒の発達段階や中学校の国語科との接続にも配慮しつ
つ、高校生が身につけておくべき幅広い知識を提供し得る作品をさまざまな分野から厳選し、人間や
社会に対する視野や考えが次第に広がり深まるように教材を配列した。 

・単元の扉に、単元の各教材で学習する内容を「学習のねらい」として示し、教材の意図を学習者全体
で共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 

 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る」ための配慮。 
②[知識及び技能]への対応 
・「注意すべき語句」を抽出したり、「言葉の手引き」を設定したりして、「Ｃ 読むこと」の内容と
関連づけながら漢字・語句・表現・修辞等の知識を深めるとともに、文脈の中で語感を磨き、語彙を
豊かにできるようにした。 

・情報と情報との関係については、「Ｃ 読むこと」の内容と関連づけながら「学習の手引き」で理解
を深めるとともに、「論理の展開を捉える」「根拠を示して主張する」という単元を設け、情報どう
しの関係性に注目して論理構造を捉えるための方法を示した。 

・巻末に「資料編」、巻頭と巻末に「口絵」を用意し、豊富な資料や写真・図版を掲載して、知識をよ
り深めるための一助とした。 

・作品ごとに作者解説を付し、出典の情報を示して読書につながる興味づけを図るとともに、単元末に
「読みを広げる」を設けて、単元で学んだテーマについて深く知り、読書の幅を広げることができる
ように意図した。 

③[思考力、判断力、表現力等]への対応 
・「Ａ 話すこと・聞くこと」「Ｂ 書くこと」に関しては、言語活動を主体として教材を設定し、具体
的な活動を通して表現力や想像力を高め、自分の考えを広げて伝え合う能力を育成することを目ざ
した。教材として取り上げる項目は、「言語活動例」に示された内容に即して選定した。 

・「Ｃ 読むこと」に関しては、脚注の「問」、および「学習の手引き」「言語活動の手引き」の三つ
の課題設定によって、作品の内容理解を深め、興味を広げることができるようにした。 
＊「問」は、本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に、内容理解を確認する目的で示した。 
＊「学習の手引き」は、文章全体の構成の把握、構成を支えている論理（各段落のはたらき、段落相
互の関係、論展開など）の把握、「学習のねらい」に沿った内容の解釈および評価という、基本的
に三つの事柄を行うことを主旨として設定した。 

＊「言語活動の手引き」は、本文を学習して得た知識や、本文に関連する事柄などをもとして、文章
を書いて発表したり、調査・報告を行ったりするなど、「読むこと」と「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の両方に関わる言語活動を行うことを主旨として設定した。取り組み方や手順について導
入が必要となるものについては、別ページに独立させて、段階的に活動を設定した。 

＊一部の言語活動について、活動に取り組むうえで必要となる文章を「参考」として示した。 
・実用的な文章は、実用と活用に重点を置いて、言語活動を主体とした課題設定を行った。  



2．対照表

該当箇所

単元 教材 ⑴ ⑵ ⑶

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
⑴

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
⑵

書
く
こ
と
⑴

書
く
こ
と
⑵

読
む
こ
と
⑴

読
む
こ
と
⑵

「何も知らない〈私〉」を知ること ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ ア p.14～p.20 1 1

〔言語活動〕筆者の主張をふまえて、自
分の考えを発表しよう

イ エ ア・イ・ウ ア p.21 3 3

スピーチで自分を伝える イ エ
ア・イ・
ウ・エ

ア p.22～p.25 3 3

「本当の自分」幻想 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.26～p.33 1 1 2

〔読みを広げる〕※以下6箇所 ア p.34

話し方の基礎レッスン イ・カ ア・イ・ウ p.36～p.39 3 3

相手に伝わる案内をする イ エ
ア・イ・
ウ・エ

イ p.40～p.43 3 3

心を動かすプレゼンテーションを行う
〔参考〕羅生門

イ エ
ア・イ・
ウ・エ

エ p.44～p.56 5 5

【対比】「間」の感覚 オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.58～p.63 0.5 0.5 1

【具体と抽象】日本語は世界をこのよう
に捉える

ア・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.64～p.69 0.5 0.5 1

【事実と意見】「私作り」とプライバシー オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.70～p.74 0.5 0.5 1

水の東西
ウ・エ・
オ・カ

ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.76～p.81 1 1 2

〔言語活動〕水に関わる芸術や文化を
調べ、その魅力を紹介しよう

イ エ
ア・イ・
ウ

ア・ウ p.82～p.83 1 1

〔コラム〕適切な情報を集めるには エ p.84～p.87

〔コラム〕情報を正しく引用するには オ p.88～p.89

生活実態を報告するレポートを書く イ・オ エ
ア・イ・
ウ・エ

ウ p.90～p.93 2 2

ものとことば
ア・ウ・
エ・オ

ア・イ・
ウ

ア イ・ウ ア・ウ ア・イ ア・イ p.94～p.101 1 1 2

人工知能に未来を託せますか？ ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ・
ウ

ア・ウ ア・イ ア p.104～p.111 1 1 2

現代の「世論操作」 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ ア p.112～p.119 1 1

〔言語活動〕メディアへの向き合い方に
ついて、考えを文章にまとめよう

ウ・エ イ・ウ ア p.120～p.121 1 1

〔コラム〕グラフ・図を正しく読み取るに
は

ウ p.122～p.125

書き方の基礎レッスン イ・オ・カ  イ・ウ p.128～p.133 2 2

身近な製品の取扱説明書を作成する イ・オ エ
イ・ウ・
エ

イ p.134～p.137 2 2

説得力のある紹介文を書く
〔参考〕夢十夜

イ・オ エ
ア・イ・
ウ・エ

イ p.138～p.148 2 2

【主張と根拠】デザインの本意 オ ア・ウ イ・ウ ア ア・イ ア p.150～p.154 0.5 0.5 1

【主張と反論】「動機の語彙論」という視
点

オ ア・ウ イ・ウ ア ア・イ ア p.155～p.160 0.5 0.5 1

【推論】コンピュータが作る俳句 オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.161～p.164 0.5 0.5 1

〈鏡〉という現象―装いとは何か ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ウ ウ ア・イ ア p.166～p.171 1 1 2

〔コラム〕文章を要約するには オ ア p.172～p.173

不均等な時間 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.174～p.181 1 1 2

岩井克人が語る　「無」から「有」を生む
貨幣

ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ・
ウ

ア・ウ ア・イ ア・イ p.184～p.192 1 1 2

ロビンソン的人間と自然 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア イ・ウ ア・ウ ア・イ ア・イ p.193～p.199 1 1 2

フェアな競争 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ・
ウ

ア・ウ ア・イ ア・イ p.200～p.209 1 1 2

社会に対する意見文を書く イ・オ エ
ア・イ・
ウ・エ

ウ p.210～p.215 2 2

「環境」には「私」がいない ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ ア p.218～p.226 1 1

「文化」としての科学 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.227～p.236 1 1 2

生と死が創るもの ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア
ア・イ・
ウ

ア・ウ ア・イ ア・イ p.237～p.244 1 1 2

〔言語活動〕文章を読み比べ、自分の
考えを意見文にまとめよう

イ・オ イ・エ ア イ・ウ ア p.245 1 1

〈私〉時代のデモクラシー ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ・
ウ

ア・ウ ア・イ ア p.248～p.254 1 1 2

リスクを考える―「みんなで決める」は
なぜ重要か

ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ ア p.255～p.263 1 1

〔言語活動〕グループで話し合った内容
をレポートにまとめよう
〔参考〕公園

イ・オ イ・エ ア
ア・イ・
ウ

ア p.264～p.275 1 1

意見をまとめる話し合いをする イ エ
ア・イ・
ウ・エ・オ

ウ p.276～p.281 3 3

学校新聞の記事内容を検討する オ エ・オ
イ・ウ・
エ

ア・イ ア・イ ア・イ p.284～p.287 0.5 0.5 1

法律の改正に関わる文章を読み比べ
る

ウ・エ
ア・イ・
ウ

ア ア・イ ア・イ p.288～p.292 0.5 0.5 1

計 20 30 20 70

図書の構成・内容

合意を形成する
―現代社会の課題

考えを組み立てる
―自己と他者

効果的に伝える

情報を集める
―言葉と文化

相手を説得する

実用文を読む
―生活の中の表現

主張を比較する
―環境と倫理

主題を把握する
―身体と時間

論理の展開を捉える

情報を活用する
―科学技術とメディア

根拠を示して主張する

主張を吟味する
―経済社会と人間

配当時数
知識及び技能 思考力・表現力・判断力等 　

話
す
こ
と
・

　
聞
く
こ
と

　
書
く
こ
と

　
読
む
こ
と

計

学習指導要領の内容



檜 這 鞘 衫 桶 逢 甍 襖 糞 鴟 棲 狸 狐 箔 洛 饉 辻 烏 揉 笠 雀 之 扮 也 鷲 芥 蝕 矮 贋 饒 敲 蕉 芭 宏 漢字

52 51 51 51 50 50 50 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 48 41 34 34 32 32 29 28 26 23 16 16 14 ﾍﾟｰｼﾞ

瞰 俯 蠣 牡 儲 哉 圭 渾 狗 鋏 鋲 箴 沌 鷗 阿 樋 猪 筧 嬌 乖 伽 繫 訊 濡 伊 爾 粥 爬 袷 鴨 菅 蟇 拗 弩 漢字

126 126 122 122 112 102 102 100 96 94 94 85 80 80 80 76 76 76 76 67 66 66 65 59 59 59 56 56 56 56 56 54 53 53 ﾍﾟｰｼﾞ

兌 衒 擅 裟 袈 牽 竿 茸 鋤 鍬 憑 蝶 剽 蛙 斧 智 鍾 繹 椀 醐 醍 挽 樫 屑 袍 槌 鑿 吽 吻 苔 漱 梢 吞 鵜 漢字

190 189 185 184 184 175 175 175 175 175 169 167 162 162 162 156 153 152 152 151 151 148 148 147 147 147 147 146 145 144 142 133 126 126 ﾍﾟｰｼﾞ

揄 揶 而 紐 焉 噓 偲 蔓 嗜 吊 鞄 恰 箒 胡 忖 肇 紗 慧 穿 癌 瀕 桂 罹 裡 疇 駕 凌 峙 杖 頷 蕩 套 播 晋 漢字

296 296 296 296 296 295 275 273 273 270 269 267 265 265 262 255 246 243 243 241 237 237 234 228 223 220 220 216 211 204 197 196 194 193 ﾍﾟｰｼﾞ

藪 瓜 蛛 蜘 蚤 鯖 鯉 鰻 鳩 鵡 鸚 兎 鼬 訣 鼠 撥 漢字

320 320 319 319 319 319 319 319 319 319 319 319 319 319 319 312 ﾍﾟｰｼﾞ

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
表



太
初

孝
夫

龍
安
寺

枯
山
水

世
阿
彌

魅
き
つ
け
た

鹿 正
和

相
容
れ
な
い

阪
本
俊
生

温
も
り

逸
郎

下
駄

内
宮

切
妻
型

伊
勢

眼 高
階

戯
作
三
昧

春
宮
坊

黒
洞
々

柄 疫
病

往
ん
だ

太
刀
帯

奪
っ

た

検
非
違
使

鶏 檜
皮

聖
柄

汗
衫

築
土

申 料 揉
烏
帽
子

朱
雀

丹
塗
り

龍
之
介

太
宰
治

清
一

由
紀
夫

囚
わ
れ
て

垣
間
見
る

和
宏 漢

字

は
じ
め

た
か
お

り
ょ

う
あ
ん
じ

か
れ
さ
ん
す
い

ぜ
あ
み

ひ
き
つ
け
た

し
し

ま
さ
か
ず

あ
い
い
れ
な
い

さ
か
も
と
と
し
お

ぬ
く
も
り

い
つ
お

げ
た

な
い
く
う

き
り
つ
ま
が
た

い
せ

め た
か
し
な

げ
さ
く
ざ
ん
ま
い

と
う
ぐ
う
ぼ
う

こ
く
と
う
と
う

つ
か

え
や
み

い
ん
だ

た
て
わ
き

と
っ

た

け
び
い
し

と
り

ひ
わ
だ

ひ
じ
り
づ
か

か
ざ
み

つ
い
じ

さ
る

し
ろ

も
み
え
ぼ
し

す
ざ
く

に
ぬ
り

り
ゅ

う
の
す
け

だ
ざ
い
お
さ
む

き
よ
か
ず

ゆ
き
お

と
ら
わ
れ
て

か
い
ま
み
る

か
ず
ひ
ろ 音

　
訓

97 94 83 83 80 77 76 76 72 71 68 65 61 60 59 59 59 59 56 56 55 54 54 54 54 54 53 53 52 51 51 50 50 49 49 49 49 48 44 34 32 32 18 14 ㌻

棄
て
る

了 他
人
事

括
っ

て

進 与
る

拓
き

護
る

点
く

樹 山
羊

克
人

悠
介

刺
青

像 身
体

大
百
姓

節 幽
い

蝶
番

政
男

直
垂

蔵
し
て

薪 暴
風

家 眉 お
っ

開
い
た

日
本
武
尊

照
り

百
合

傾
け
て

斜 墓
標

破
片

色
沢

卓
己

統 術 吉
見

圭
三
郎

喜
美

閉
ざ
さ
れ
た

言

漢
字

す
て
る

さ
と
る

ひ
と
ご
と

く
く
っ

て

す
す
む

あ
ず
か
る

ひ
ら
き

ま
も
る

つ
く

た
つ
る

や
ぎ

か
つ
ひ
と

ゆ
う
す
け

い
れ
ず
み

イ
メ
ー

ジ

か
ら
だ

お
お
び
ゃ

く
し
ょ

う

た
か
し

く
ら
い

ち
ょ

う
つ
が
い

ま
さ
お

ひ
た
た
れ

か
く
し
て

ま
き

あ
ら
し

う
ち

ま
み
え

お
っ

ぴ
ら
い
た

や
ま
と
だ
け
の
み
こ
と

う
つ
り

ゆ
り

か
た
ぶ
け
て

は
す

は
か
じ
る
し

か
け

つ
や

た
く
み

お
さ
む

す
べ

よ
し
み

け
い
さ
ぶ
ろ
う

き
み

と
ざ
さ
れ
た

こ
と
ば

音
　
訓

241 227 224 220 216 206 206 205 201 200 194 184 182 182 182 182 174 174 170 167 162 148 148 148 148 148 147 147 147 146 145 145 144 143 143 143 126 126 117 102 102 102 100 97 ㌻

七
転
八
起

充 抗
い

怪
我

重
規 漢

字

な
な
こ
ろ
び
や
お
き

み
つ
る

あ
ら
が
い

け
が

し
げ
き

音
　
訓

313 282 275 270 248 ㌻

音
訓
一
覧
表



〔国語教材〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

14～19 ｢何も知らない〈私〉｣を知ること 国語教材知の体力（初版） 51～58 永田和宏 新潮社 2018年
26～32 「本当の自分」幻想 国語教材私とは何か――「個人」から「分人」

へ（第５刷）
30～38、3～8 平野啓一郎 講談社 2013年

49～55 羅生門 国語教材芥川龍之介全集 第一巻（第２刷） 127～136 芥川龍之介 岩波書店 1977年
59～62 「間」の感覚 国語教材西洋の眼　日本の眼（第１刷） 42～47 高階秀爾 青土社 2001年
65～68 日本語は世界をこのように捉える 国語教材日本語は哲学する言語である（初版） 75～83 小浜逸郎 徳間書店 2018年
71～73 「私作り」とプライバシー 国語教材ポスト・プライバシー（第１刷） 82～85 阪本俊生 青弓社 2009年
76～80 水の東西 国語教材混沌からの表現（第２刷） 131～134 山崎正和 ＰＨＰ研究所 1977年
94～100 ものとことば 国語教材ことばと文化（第48刷） 27～34 鈴木孝夫 岩波書店 1997年
104～110 人工知能に未来を託せますか？ 国語教材人工知能に未来を託せますか？――誕

生と変遷から考える（第１刷）
66、73～77、192 松田雄馬 岩波書店 2020年

112～118 現代の「世論操作」 国語教材メディアは誰のものか――「本と新聞
の大学」講義録（第１刷）

175～182 林香里他 集英社 2019年

143～148 夢十夜 国語教材漱石全集　第八巻（初版） 32～35、48～50 夏目漱石 岩波書店 1966年
151～153 デザインの本意 国語教材日本のデザイン―美意識がつくる未来

（第７刷）
43～49 原研哉 岩波書店 2013年

156～159 「動機の語彙論」という視点 国語教材「心の闇」と動機の語彙　犯罪報道の
一九九〇年代（第１刷）

18～26 鈴木智之 青弓社 2013年

162～163 コンピュータが作る俳句 国語教材哲学者クロサキの哲学超入門（初版第
１刷）

151～154 黒崎政男 平凡社 2016年

166～170 〈鏡〉という現象――装いとは何
か

国語教材感覚の幽い風景（初版） 155～160 鷲田清一 中央公論新社 2011年

174～180 不均等な時間 国語教材時間についての十二章――哲学におけ
る時間の問題（第１刷）

207～214 内山節 岩波書店 2011年

184～191 岩井克人が語る　「無」から
「有」を生む貨幣

国語教材岩井克人「欲望の貨幣論」を語る（初
版）

34～53 丸山俊一＋Ｎ
ＨＫ「欲望の
資本主義」制
作班

東洋経済新報
社

2020年

193～198 ロビンソン的人間と自然 国語教材基礎講座　哲学（第４刷） 222、239～244 村岡晋一他 筑摩書房 2018年
200～208 フェアな競争 国語教材街場の共同体論（２刷） 135～143 内田樹 潮出版社 2014年
218～225 「環境」には「私」がいない 国語教材私たちのサステイナビリティ――まも

り、つくり、次世代につなげる
59～72 工藤尚悟 岩波書店 2022年

227～235 「文化」としての科学 国語教材科学と人間の不協和音（初版） 70～81 池内了 角川書店 2012年
237～243 生と死が創るもの 国語教材生と死が創るもの（第１刷） 174～179、196～207 柳澤桂子 筑摩書房 2010年

248～253 〈私〉時代のデモクラシー 国語教材〈私〉時代のデモクラシー（第１刷） ⅳ～ⅹ 宇野重規 岩波書店 2010年
255～262 リスクを考える――「みんなで決

める」はなぜ重要か
国語教材リスクを考える――「専門家まかせ」

からの脱却（第１刷）
16、32～33、178～
180、195～200、190

吉川肇子 筑摩書房 2022年

265～275 公園 国語教材名もなき本棚（第１刷） 184～201 三崎亜記 集英社 2022年

出                      典
備考

出　典　一　覧　表

※上記のもの以外については、編集委員による書き下ろしである。

申 請 図 書



〔図･地図〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

87 最近１ヶ月に読んだ本の冊数 図版 子供の読書活動の推進等に関する調査
研究

浜銀総合研
究所

2017年 左の出典を
もとに作製

106 図１ 図版 人工知能に未来を託せますか？――誕
生と変遷から考える

75 松田雄馬 岩波書店 2020年 左の出典を
もとに作製

107 図２ 図版 人工知能に未来を託せますか？――誕
生と変遷から考える

75 松田雄馬 岩波書店 2020年 左の出典を
もとに作製

121 図１　ニュースを見聞きするメディア
（複数回答）

図版 ニュースメディア接触と政治意識 ＮＨＫ放送
文化研究所

2018年 左の出典を
もとに作製

121 図２　最もニュースを見聞きするメディ
ア

図版 ニュースメディア接触と政治意識 ＮＨＫ放送
文化研究所

2018年 左の出典を
もとに作製

122 牡蠣の１世帯当たり年間支出金額の
都道府県庁所在地別上位３位と全国
平均（2017年～2019年平均）

図版 家計調査 総務省統計
局

2020年 左の出典を
もとに作製

122 15歳未満人口の割合の推移 図版 国勢調査 総務省統計
局

2021年 左の出典を
もとに作製

123 日本の原油の輸入先（2021年度） 図版 エネルギー白書 資源エネル
ギー庁

2023年 左の出典を
もとに作製

123 エネルギーの栄養素別摂取構成比
の年次推移

図版 国民栄養調査 厚生省、厚
生労働省

1950年
～2002
年

左の出典を
もとに作製

国民健康・栄養調査 厚生労働省 2003年
～2010
年

124 女性就業者の割合と管理職に占める
女性の割合

図版 男女共同参画白書 内閣府 2023年 左の出典を
もとに作製

125 新体力テスト合計点の年次推移 図版 文部科学白書 文部科学省 2021年 左の出典を
もとに作製

125 １週間の総運動時間（体育の授業を
除く）

図版 文部科学白書 文部科学省 2021年 左の出典を
もとに作製

228 図版 科学と人間の不協和音（初版） 71 池内了 角川書店 2012年 左の出典を
もとに作製

290 自転車関連事故件数と摘発件数の
推移

図版 自転車関連交通事故の状況 警察庁交通
局

2023年 左の出典を
もとに作製

自転車の交通事故の実態と自転車の交
通ルールの徹底方策の現状

警察庁交通
局交通企画
課

2012年

290 2011年中の摘発件数（3，956件）の違
反種類別内訳

図版 自転車の交通事故の実態と自転車の交
通ルールの徹底方策の現状

警察庁交通
局交通企画
課

2012年 左の出典を
もとに作製

※上記以外のものについては自社で作成。

申 請 図 書 出                      典
備考



〔写真〕

ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
見返① （身体と時間　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：1062254354
見返① （身体と時間　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：158926651
見返① （言葉と文化　イメージ） 写真 アフロ：9708313
見返① （言葉と文化　イメージ） 写真 アフロ：24443332
見返① （自己と他者　イメージ） 写真 アフロ：163103444
見返① （自己と他者　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：111768835
見返② （環境と倫理　イメージ） 写真 アフロ：58874273
見返② （環境と倫理　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：1411604608
見返② （環境と倫理　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：57358465
見返② （科学技術とメディア　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：1212006391
見返② （科学技術とメディア　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：1490136107
見返② （現代社会の課題　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：1429993968
見返② （現代社会の課題　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：1214780163
見返② （経済社会と人間　イメージ） 写真 ユニフォトプレス：00653990
見返② （経済社会と人間　イメージ） 写真 ゲッティイメージズ：815096386
見返② （経済社会と人間　イメージ） 写真 素材辞典：Vol.57 No.96

16 松尾芭蕉 写真 芭蕉翁顕彰会（芭蕉翁記念館）
19 永田和宏 写真 朝日新聞社：P161219000395
19 『知の体力』 写真 『知の体力』 表紙 永田和宏 新潮社 2018年 自社で撮影
28 ショパン 写真 アフロ：60372984
29 マイルス・デイビス 写真 アフロ：236182848
32 平野啓一郎 写真 平野啓一郎
32 『私とは何か』 写真 『私とは何か―「個人」から「分人」へ』 表紙 平野啓一郎 講談社 2012年 自社で撮影

34 『ある男』 写真 『ある男』 表紙 平野啓一郎 文藝春秋 2021年 自社で撮影
34 『じぶん・この不思議な存在』 写真 『じぶん・この不思議な存在』 表紙 鷲田清一 講談社 1996年 自社で撮影
34 『ポストコロニアリズム』 写真 『ポストコロニアリズム』 表紙 本橋哲也 岩波書店 2005年 自社で撮影
60 パルテノン神殿 写真 サイネットフォト；DKBEE9
60 伊勢神宮 写真 伊勢神宮
60 濡れ縁 写真 アフロ：55931157
60 渡り廊下 写真 サイネットフォト：OKE110004093
77 鹿おどし 写真 アフロ：9708313
78 エステ家の別荘の噴水 写真 ユニフォトプレス：ALA_ATN8JA
78 エステ家の別荘の噴水 写真 ユニフォトプレス：HAGAaf012367
78 エステ家の別荘の噴水 写真 ユニフォトプレス：ALA_BJPPMC
78 エステ家の別荘の噴水 写真 時事通信フォト：08025446
79 日本の庭園 写真 ユニフォトプレス：ALA_BC9174
80 山崎正和 写真 ユニフォトプレス：KDO2007012900035
80 『混沌からの表現』 写真 『混沌からの表現』 表紙 山崎正和 筑摩書房 2007年 自社で撮影
83 枯山水 写真 PIXTA：56884615
83 曲水の宴 写真 サイネットフォト：THI110004099
83 ヴィルヘルムスヘーエ城公園 写真 ユニフォトプレス：ALA_JA1JCY
94 タイプライター 写真 PIXTA：80887148

100 鈴木孝夫 写真 ユニフォトプレス：KDO_2011090200160
100 『ことばと文化』 写真 『ことばと文化』 表紙 鈴木孝夫 岩波書店 1973年 自社で撮影
102 『言葉とは何か』 写真 『言葉とは何か』 表紙 丸山圭三郎 筑摩書房 2008年 自社で撮影
102 『現代文化論―新しい人文知とは何か』 写真 『現代文化論―新しい人文知とは何か』 表紙 吉見俊哉 有斐閣 2018年 自社で撮影
105 1965年ごろのワイゼンバウム 写真 ユニフォトプレス：FAI_AP1842
105 ジョゼフ・ワイゼンバウム 写真 ユニフォトプレス：SVD_00120871_p
110 松田雄馬 写真 松田雄馬
110 『人工知能に未来を託せますか？』 写真 『人工知能に未来を託せますか？　誕生と変遷から考える』 表紙 松田雄馬 岩波書店 2020年 自社で撮影

112 ロバート・マーサー 写真 ゲッティイメージズ：639768328

113 トランプ 写真 ユニフォトプレス：ALA_HXDHDR

115 ドイツ極右政党の選挙ポスター 写真 アフロ：59026234
118 林香里 写真 朝日新聞社：P210415001069
118 『メディアは誰のものか』 写真 『メディアは誰のものか―「本と新聞の大学」講義録』 表紙 一色清他 集英社 2019年 自社で撮影
126 『科学とはなにか』 写真 『科学とはなにか　新しい科学論、いま必要な三つの視点』 表紙 佐倉統 講談社 2020年 自社で撮影
126 『流言のメディア史』 写真 『流言のメディア史』 表紙 佐藤卓己 岩波書店 2019年 自社で撮影

申請図書 出　　典
備考

出　典　一　覧　表



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出　　典

備考

135 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
135 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
135 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
136 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
136 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
137 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
137 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
145 暁の金星 写真 PIXTA：586416
146 東大寺南大門の金剛力士（仁王）像 写真 公益財団法人美術院
146 東大寺南大門の金剛力士（仁王）像 写真 公益財団法人美術院
166 ニーチェ 写真 サイネットフォト：SPEDHXEYP
170 鷲田清一 写真 鷲田清一
170 『感覚の幽い風景』 写真 『感覚の幽い風景』 表紙 鷲田清一 中央公論新社 2011年 自社で撮影
174 ヤマウド 写真 アーテファクトリー：079MA00102
174 カッコウ 写真 ユニフォトプレス：25.J6715H
174 ウグイス 写真 アーテファクトリー：27000063-063
175 鋤（左）と鍬（右） 写真 アーテファクトリー：13000053-O-01406
180 内山節 写真 共同通信社：2020013003123
180 『時間についての十二章』 写真 『時間についての十二章』 表紙 内山節 岩波書店 2011年 自社で撮影
182 『ちぐはぐな身体―ファッションって何？』 写真 『ちぐはぐな身体―ファッションって何？』 表紙 鷲田清一 筑摩書房 2005年 自社で撮影
182 『時間の比較社会学』 写真 『時間の比較社会学』 表紙 真木悠介 岩波書店 2003年 自社で撮影
184 マリア・テレジア銀貨 写真 ゲッティイメージズ：466097724
184 ルイ十六世 写真 アフロ：231690671
185 マリー・アントワネット 写真 ユニフォトプレス：3.70463
191 岩井克人 写真 岩井克人
191 『岩井克人「欲望の貨幣論」を語る』 写真 『岩井克人「欲望の貨幣論」を語る』 表紙 丸山俊一 東洋経済新報社 2020年 自社で撮影
193 『ロビンソン・クルーソー』 写真 『完訳　ロビンソン・クルーソー』 表紙 ダニエル・デフォー 中央公論新社 2010年 自社で撮影
198 村岡晋一 写真 村岡晋一
198 『基礎講座　哲学』 写真 『基礎講座　哲学』 表紙 木田元他 筑摩書房 2016年 自社で撮影
206 ロック 写真 サイネットフォト：AGE114836964
207 ホッブズ 写真 ユニフォトプレス：BAL_DGA 765624
207 ルソー 写真 ユニフォトプレス：uniH_ULL00674697
208 内田樹 写真 内田樹
208 『街場の共同体論』 写真 『街場の共同体論』 表紙 内田樹 潮出版社 2016年 自社で撮影
215 （意見文を書く　イメージ） 写真 PIXTA:2050285
216 『経済の考え方がわかる本』 写真 『経済の考え方がわかる本』 表紙 新井明　他 岩波書店 2005年 自社で撮影
216 『自由はどこまで可能か』 写真 『自由はどこまで可能か＝リバタリアニズム入門』 表紙 森村進 講談社 2001年 自社で撮影
216 『正義とは何か』 写真 『正義とは何か』 表紙 神島裕子 中央公論新社 2018年 自社で撮影
225 工藤尚悟 写真 工藤尚悟
225 『私たちのサステイナビリティ』 写真 『私たちのサステイナビリティ　まもり、つくり、次世代につなげる』 表紙 工藤尚悟 岩波書店 2022年 自社で撮影
228 ピカソ 写真 サイネットフォト：AKG110391660
228 ベートーベン 写真 アーテファクトリー：jpp016357862
229 ロダン 写真 サイネットフォト：AKG110391659
235 池内了 写真 朝日新聞社：P170609000607
235 『科学と人間の不協和音』 写真 『科学と人間の不協和音』 表紙 池内了 角川書店 2012年 自社で撮影
240 『われわれはなぜ死ぬのか』 写真 『われわれはなぜ死ぬのか』 表紙 柳澤桂子 草思社 1997年 自社で撮影
241 カイメンの一種 写真 アーテファクトリー：12000511-ES-01488w
243 柳澤桂子 写真 アフロ：26388271
243 『生と死が創るもの』 写真 『生と死が創るもの』 表紙 柳澤桂子 筑摩書房 2010年 自社で撮影
246 『人新世の「資本論」』 写真 『人新世の「資本論」』 表紙 斎藤幸平 集英社 2020年 自社で撮影
246 『手の倫理』 写真 『手の倫理』 表紙 伊藤亜紗 講談社 2020年 自社で撮影
250 ジーグムント･バウマン 写真 時事通信フォト：jlp10015868
253 宇野重規 写真 共同通信社：2023102509222
253 『〈私〉時代のデモクラシー』 写真 『〈私〉時代のデモクラシー』 表紙 宇野重規 岩波書店 2010年 自社で撮影
262 吉川肇子 写真 吉川肇子
262 『リスクを考える』 写真 『リスクを考える―「専門家まかせ」からの脱却』 表紙 吉川肇子 筑摩書房 2022年 自社で撮影
282 『民主主義とは何か』 写真 『民主主義とは何か』 表紙 宇野重規 講談社 2020年 自社で撮影
282 『多様性の時代を生きるための哲学』 写真 『多様性の時代を生きるための哲学』 表紙 鹿島茂 祥伝社 2022年 自社で撮影
282 『リスクコミュニケーション』 写真 『リスクコミュニケーション　多様化する危機を乗り越える』 表紙 福田充 平凡社 2022年 自社で撮影

口絵⑤ ベーコン 写真 ユニフォトプレス：uniH_N0600355005
口絵⑤ ロック 写真 サイネットフォト：AGE114836964



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出　　典

備考

口絵⑤ デカルト 写真 アフロ：169972709
口絵⑤ スピノザ 写真 ユニフォトプレス：ullstein_high_00803839
口絵⑤ パスカル 写真 ユニフォトプレス：uniH_BAL173175
口絵⑤ ルソー 写真 ユニフォトプレス：uniH_ULL00674697
口絵⑤ モンテスキュー 写真 ユニフォトプレス：uniH_AIS18864
口絵⑤ カント 写真 アフロ：229829677
見返⑥ ヘーゲル 写真 ユニフォトプレス：BAL_DGA 766636
見返⑥ アダム・スミス 写真 アフロ：60360879
見返⑥ ベンサム 写真 ユニフォトプレス：BAL_CH 824220
見返⑥ ミル 写真 ユニフォトプレス：BAL_LLM 655454
見返⑥ マルクス 写真 サイネットフォト：ABM110428362
見返⑥ キルケゴール 写真 ユニフォトプレス：uniH_AIS63194
見返⑥ ニーチェ 写真 サイネットフォト：SPEDHXEYP
見返⑥ ハイデガー 写真 アフロ：30673424
見返⑥ サルトル 写真 ユニフォトプレス：uniH_RDA00132256
見返⑦ ダーウィン 写真 アフロ：230643517
見返⑦ フッサール 写真 ユニフォトプレス：ullstein_high_00794428
見返⑦ メルロ＝ポンティ 写真 アフロ：23674520
見返⑦ フロイト 写真 アフロ：59447971
見返⑦ ユング 写真 ユニフォトプレス：uniH_RDA00011840
見返⑦ ソシュール 写真 アフロ：236184900
見返⑦ ウィトゲンシュタイン 写真 ユニフォトプレス：3.1683405
見返⑦ レヴィ＝ストロース 写真 アフロ：36353503
見返⑦ フーコー 写真 ユニフォトプレス：uniH_RDA00031415
見返⑧ バルト 写真 アフロ：25106647
見返⑧ デリダ 写真 アフロ：236184771
見返⑧ サイード 写真 アフロ：149352444
見返⑧ ソクラテス 写真 アフロ：148299615
見返⑧ プラトン 写真 サイネットフォト：SPECEC9DK
見返⑧ アリストテレス 写真 サイネットフォト：AGE000000207
見返⑧ ルター 写真 ユニフォトプレス：BAL_BEN 98867
見返⑧ コペルニクス 写真 ユニフォトプレス：uniH_AIS271113
見返⑧ ガリレイ 写真 時事通信フォト：0047126151

(備考) 4　(1) 写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
 　(2) 著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　 補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること　(別途契約を締結する場合を除く)。

備考4の内容について確認しました。☑



原典に加除訂正を加えた箇所と加除訂正の理由 

 

単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

考えを組み立てる 

―自己と他者 

ｐ14～19 

 

ｐ14・5 

 

 

 

 

 

 

ｐ14・8、15・

3 

ｐ15・8 

 

 

ｐ15・9 

 

 

ｐ15・11 

 

ｐ16・15 

ｐ17・5 

 

 

 

ｐ18・12～15 

 

 

ｐ18・15 

 

ｐ18・15 

ｐ18・16 

ｐ18・16 

 

ｐ19・2 

ｐ19・5 

 

ｐ19・11 

 

ｐ26～32 

 

 

 

〈小見出しの削除〉 

 

長い間、一人の人間の中にある

細胞の個数はほぼ六十兆個だと

言われていたが、二〇一三年

に、実はヒトの細胞は六十兆個

ではないという論文が出て、そ

の数は三十七兆個ということに

なっている。 

マイクロメートル 

 

地球一周は四万キロメートルで

あるから、それは地球を九周す

るだけの長さである。 

それは地球を九周するだけの長

さである。 

 

ミリメートル 

 

学問へ向かうものである。 

しかし、 

 

 

 

それは、自分という存在を……

それは大きな損だろう。」と思

えれば、 

しめた 

 

しめたものである。 

このように、 

読書をするということ、あるい

は学問をするということは、 

言ってもいい。 

意味のほうが大きい。 

 

作っていくのである。 

 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

 

 

 

一人の人間のなかにある細胞の個

数がほぼ60兆個というのも常識に

なりつつあるだろうか。すでに述

べたように、この数は37兆個とい

うことになったが、それもまだ確

定ではないので、ここでは60兆個

として話を進める。 

ミクロン 

 

〈原文の一部削除・入れ換えに伴

って、文章を整えた〉 

 

それは地球を15周するだけの長

さである。 

 

ミリ 

 

〈このあと原文削除〉 

しかし 

 

 

 

自分という存在を……大きな損

だろうと思えれば、 

 

シメタ 

 

〈このあと原文削除〉 

先に述べたように、 

読書をするということは、 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

作ってゆく。 

 

〈大幅訂正のため略〉 

 

 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・発表時と今とで状況が異なるた

め。以下、この修正については

同様。 

 

 

 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 

・上記ｐ14・5の修正に合わせて

修正。以下、この修正について

は同様。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。以

下、原典にない読点については

同様。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

・前項の削除に合わせて修正。 

・教科書としてより適切な表現に

するため。 

・採録スペースの関係による。 

・上記ｐ18・15の訂正で削除した

内容を受ける表現を削除。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現と

なるように修正を加えた。 

効果的に伝える ｐ28・3 

ｐ30・13 

 

 

ｐ39・2 

〈ルビ〉すざくおおじ 

待っていた。」 

 

 

襟髪 

すじやくおおぢ 

待つてゐた」 

 

 

襟上 

・現在の一般的な読み方に改めた。 

・教科書として適切な表記に改め

た。以下、原典にない句点につい

ては同様。 

・現在の一般的な表記に改めた。 

論理の展開を捉える 

 

ｐ61・11 

ｐ61・12 

 

ｐ61・17 

ｐ61・18 

 

ｐ62・7 

 

ｐ65・1 

ｐ65・10 

 

 

ｐ65・13 

 

 

ｐ66・1 

ｐ66・6 

 

ｐ66・8 

 

ｐ66・11 

 

区別されているのである。 

家の内と外の区別は、 

 

問題なのである。 

鳥居の意味について 

 

用いられたりする 

 

使い分けています。 

反論もあるでしょう。〈改行な

し〉「雨が降っている」 

 

動詞連用形の多くが名詞化する

のと同じように（「読み」「笑

い」など）、 

主語と述語を繋辞でつなぐ 

「カードの有効期限はとうに切

れている」 

こうしていくら 

 

一般に言葉というものは 

 

〈このあと原文削除〉 

家の内と外、部屋の内と外の区別

は、 

〈このあと原文削除〉 

鳥居や関守石の意味について 

 

用いられる 

 

〈このあと原文削除〉 

反論もあるでしょう。〈改行〉

「雨が降っている」 

 

動詞連用形の多く（「読み」

「笑い」など）が名詞化するの

と同じように、 

繋辞による 

「私の父はとうに死んでいる」 

 

しかし、こうしていくら 

 

一般に言葉というものが、 

 

・採録スペースの関係による。 

・前項の訂正で削除した内容を受

ける表現を削除。 

・採録スペースの関係による。 

・前項の訂正で削除した内容を受

ける表現を削除。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

・文章の流れを中断しないため。

以下、文を続けた箇所について

は同様。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 

・同上。 

・教育的配慮による。 

 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 



単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

論理の展開を捉える ｐ66・11 

ｐ67・7 

 

ｐ67・11 

 

ｐ67・13 

 

ｐ67・15 

 

ｐ68・6 

ｐ68・7 

 

ｐ68・14 

ｐ68・15～16 

 

ｐ71～73 

 

ｐ71・12 

 

ｐ72・14 

ｐ73・3 

という、固定化した言語観 

「ある」という言葉は、 

 

つまり語り手主体は、 

 

〈一行空きの削除〉 

 

乖離していくような 

 

よくわかるでしょう。 

このように、「ある」は、 

 

記述しているだけです。 

このような……思います。 

 

〈小見出しの削除〉 

 

「私作り」 

 

物語的分身 

自分自身の物語 

というスタティックな言語観 

「ある」という言葉が、 

 

つまり先に規定した情緒の定義か

ら敷衍するなら、語り手主体は、 

 

 

乖離してゆくような 

 

〈このあと原文削除〉 

いずれにしても、「ある」は、 

 

〈このあと原文削除〉 

〈原文の一部削除に伴って、文章

を整えた〉 

 

 

〈私づくり〉 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

・わかりやすくするため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

・原文の一部削除に伴い、文章を

整えるため。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・一般的な符号に改めた。以下、

符号については同様。 

・煩雑さを避けるため。 

・同上。 

情報を集める 

―言葉と文化 

ｐ94～100 

 

ｐ94～100 

 

 

 

ｐ98・1 

 

〈小見出しの削除〉 

 

 

 

 

 

なぜならば、ことばは、 

 

 

 

〈原文では、小見出しの直後の文

は一字下げになっていないが、小

見出しの削除に伴って一字下げに

した。〉 

なぜならば、以下に詳しく説明す

るように、ことばは、 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・一般的な表記に改めた。 

 

 

 

・教科書採録箇所以外の部分もさ

した表現であるため。 

情報を活用する 

―科学技術とメディ

ア 

ｐ104～110 

 

 

 

 

ｐ112～118 

 

ｐ112・1 

 

ｐ113・4 

 

ｐ113・4 

 

ｐ113・12 

 

ｐ114・5 

ｐ114・10 

 

ｐ114・13 

ｐ114・15 

ｐ115・7 

 

ｐ115・12 

 

ｐ115・15 

ｐ117・8 

 

 

ｐ117・12 

ｐ118・3 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

 

 

〈小見出しの削除〉 

 

今、かつてのような、 

 

ブランドを変えさせることは、 

 

変わりはない。」 

 

生活をしているのか、何を考えて

いるのか、 

演説をぶって扇動的に 

「過去の克服」の対象と位置づけ

て、 

ナショナリズムを扇動する 

ドイツ戦後史に残る事件です。 

ポスターを作るなど、 

 

ツイートがロシアからロボットで

四万五千回自動送信された 

ボット・ツイートと 

「夜討ち朝駆け」で政治家の家の

前に張り込んでリーク情報を取っ

たりするというような 

交通系 IC カード 

今どこにあるのか。 

 

〈大幅訂正のため略〉 

 

 

 

 

 

 

そのような状況の中で、実はい

ま、かつてのような、 

ブランドを変えることは、 

 

〈このあと原文削除〉 

 

生活なのか、何を考えているの

か。 

煽動的に演説をぶって 

「過去の克服」と位置づけて、 

 

ナショナリズムを主導する 

ドイツ戦後史上の事件です。 

ポスター（【図５】）をつくるな

ど、 

ツイートをロシアからロボットで

四万五〇〇〇回自動送信した 

ボット（bot）・ツイートと 

「夜討ち朝駆け」で政治家の家の

前で張り込んでリーク情報を取っ

たりとかというような 

交通 IC カード 

〈このあと原文削除〉 

・筆者の監修のもと、分量の調整

をするとともに、全般にわたっ

て、教科書として適切な表記・

表現となるように修正を加え

た。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・煩雑さを避けるため、出典につ

いては省略した。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・筆者の意向による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・同上。 

・同上。 

・煩雑さを避けるため。 

 

・筆者の意向による。 

 

・煩雑さを避けるため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

 

・一般的な表現に改めた。 

・特に必要とは思われないため。 

根拠を示して主張す

る 

ｐ151～153 

 

ｐ151・4 

 

ｐ152・8 

ｐ152・8 

ｐ152・15 

ｐ153・3～6 

 

ｐ153・11 

〈一行空きの削除〉 

 

スマートフォンも、 

 

スマホも、 

古典的なのだ。 

適用してきたのである。 

というわけである。ボールが丸く

ないと、……わけである。 

努力するようになる。 

 

 

携帯電話も、 

 

携帯も、 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈原文の一部削除・入れ換えに伴

って、文章を整えた〉 

〈このあと原文削除〉 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・発表時と今とで状況が異なるた

め。 

・同上。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・採録スペースの関係による。 



単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

根拠を示して主張す

る 

ｐ153・11 

 

ｐ153・12 

ｐ153・14 

ｐ156・4 

ｐ156・5 

 

ｐ156・8 

ｐ156・9 

 

ｐ156・9 

ｐ156・10 

 

ｐ157・6 

ｐ157・8 

 

ｐ157・9 

 

ｐ157・9 

 

ｐ158・14 

ｐ158・15 

 

 

ｐ158・15 

ｐ159・4 

ｐ159・12 

 

ｐ159・13 

ｐ159・14 

 

 

 

ｐ159・16 

ｐ159・17 

 

ｐ162～163 

 

ｐ162・5 

 

ｐ163・3 

ｐ163・8 

 

 

 

ｐ163・11 

 

ｐ163・12 

ｐ163・13 

彼らが目ざしたものは 

 

探求である。 

必然をもたらす 

あり得ないことになる。 

では、 

 

動機は行為に先立って 

それに基づいて 

 

これが後から 

試験で学生の不正行為が 

 

習慣的行為は 

意識されている 

 

気まぐれで選び取られる 

 

いつもは教室の前から 

 

伝達されなければならない。 

レパートリーが、「動機の語彙」

である。 

 

「動機の語彙」である。 

結婚観から見て 

身につけているのである。 

 

組織される。 

「動機の語彙」 

 

 

 

思ってくれないだろう 

向けられている。 

 

〈小見出し・一行空きの削除〉 

 

スロットマシンのようなもので

す。 

間違いなく受け取る。 

かつて、魚の頭のほうに斑点があ

って、あたかも人間の顔のように

見えた、「人面魚」と呼ばれた魚

がいました。 

発生させているわけです。 

 

俳句なら、 

コンピュータには 

柳宗理も、めざしたものは 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

しかし、 

 

動機は先立って 

これに基づいて 

 

〈このあと原文削除〉 

大学の試験で学生の不正行為（カ

ンニング）が 

習慣的・慣習的行為は 

意識されていた 

 

気まぐれで“なんとなく”選び

取られる 

大学の教室で、いつもは教室の

前から 

〈このあと原文削除〉 

レパートリーが存在すると考え

た。これが「動機の語彙」であ

る。 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

動機の語彙 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

〈原文の一部削除・入れ換えに伴

って、文章を整えた〉 

 

 

〈このあと原文削除〉 

 

俳句やロボットの心なら、 

コンピュータやロボットには 

・原文の一部削除に伴い、文章を

整えるため。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・同上。 

・原文の一部削除に伴い、文章を

整えるため。 

・わかりやすくするため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・わかりやすくするため。 

・学習上の配慮による。 

 

・煩雑さを避けるため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・煩雑さを避けるため。 

 

・学習上の配慮による。 

 

・採録スペースの関係による。 

・原文の一部削除に伴い、文章を

整えるため。 

 

・採録スペースの関係による。 

・煩雑さを避けるため。 

・上記ｐ158・14の訂正に合わせ

て削除。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため符号

を追加。以下、原典にない符号

については同様。 

・採録スペースの関係による。 

・上記ｐ158・14の訂正に合わせ

て削除。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・部分採録のため。 

 

・特に必要とは思われないため。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 

 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・同上。 

・同上。 

主張を把握する 

―身体と時間 

ｐ167・1 

ｐ167・2 

ｐ167・5 

ｐ167・5 

ｐ167・13 

ｐ167・16 

 

ｐ168・15 

 

ｐ168・16 

 

ｐ169・4 

 

ｐ176・17 

ｐ177・3 

 

ｐ177・13 

 

ｐ178・4 

 

 

かかわれないものであるらしい。 

〈一字下げ〉物質としての 

自分の存在を映す。 

つまり、わたしたちは 

機能していると言える。 

はじめて織り上げることが可能に

なるものだ。 

共同 

 

書き込んでいく。 

 

映し合うという、〈鏡〉の現象の 

 

村人たちは知っている。 

〈節番号を削除し、一行空きとし

た〉 

発生であろう。 

 

森を時計の時間とともに 

 

 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

わたしたちは 

〈このあと原文削除〉 

はじめて可能になるものだ。 

 

協同 

 

書き込んでゆく。 

 

映しあうという、そういう間身体

性のゲーム、〈鏡〉の現象の 

〈このあと原文削除〉 

 

 

〈このあと原文削除〉 

 

森が時計の時間とともに 

 

 

・採録スペースの関係による。 

・前項の削除に合わせて修正。 

・採録スペースの関係による。 

・前項の削除に合わせて修正。 

・煩雑さを避けるため。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・わかりやすくするため。以下、

この修正については同様。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・上記ｐ167・13の訂正で削除し

た内容を受ける表現を削除。 

・採録スペースの関係による。 

・部分採録のため。 

 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

 



単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

主張を把握する 

―身体と時間 

ｐ178・11 

ｐ179・12 

ｐ180・3 

 

ｐ180・4 

 

自然の営みと人間の営みとが 

保障 

自然の時間の破壊が、自然の存在

や自然の生命力を 

それは最終的には経営を破綻に導

く。 

自然の営みと人間の営みが 

保証 

自然の時間の破壊が自然の存在

や、自然の生命力を 

それは最終的には経営の破綻に導

かれる。 

・並列関係を明確にするため。 

・原典の誤りと思われるため。 

・主述の関係を明確にするため。 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

主張を吟味する 

―経済社会と人間 

ｐ184～191 

 

 

 

 

ｐ193・１～5 

 

ｐ193・9 

 

 

 

ｐ194・2 

 

 

ｐ194・7 

 

ｐ194・8 

ｐ194・12 

ｐ195・7 

ｐ197・4 

 

ｐ200～208 

 

ｐ201・13 

ｐ201・15 

 

ｐ204・15 

 

ｐ205・10 

 

ｐ206・12 

ｐ207・8 

 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

 

 

人類が置かれている……できるは

ずです。 

『ロビンソン・クルーソー』 

 

 

 

小説だからです。〈改行〉では、 

 

 

そして、その中から 

 

また、彼は 

彼の行動は、享楽どころか 

行ったことがあります。 

たとえば、 

 

〈小見出しの削除〉 

 

速いからです。 

一一〇番に掛けると 

 

変わらないレベルにとどまってい

たでしょう。 

自分の知らない土地が 

 

社会的合意が必要です。 

完全な格差社会というものは、 

〈大幅訂正のため略〉 

 

 

 

 

〈採録箇所以前の内容をまとめ、

文章の導入として補った〉 

『ロビンソン・クルーソー漂流

記』（一七一九年） 

 

 

小説だからです。では、 

 

 

そしてその中から、 

 

また彼は、 

彼の行動は享楽どころか、 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

一一〇番をまわすと 

 

変わらない後進国レベルにとどま

っていたでしょう。 

自分が知らない土地が 

 

〈このあと原文削除〉 

もう一度言いますけれど、完全

な格差社会というものは、 

・筆者の監修のもと、分量の調整

をするとともに、全般にわたっ

て、教科書として適切な表記・

表現となるように修正を加え

た。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・書名については一般に通用して

いるものとした。刊行年につい

ては読みやすさに配慮して脚注

に回した。 

・わかりやすくするため。以下、

原典にない改行については同

様。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・同上。 

・同上。 

・特に必要とは思われないため。 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・教育的配慮による。 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

・特に必要とは思われないため。 

主張を比較する 

―環境と倫理 

ｐ218～225 

 

ｐ218・2 

 

ｐ218・8 

 

ｐ219・2 

ｐ219・3 

 

ｐ219・3 

ｐ219・5 

 

ｐ219・8 

ｐ219・13 

 

ｐ219・16 

 

 

ｐ220・8～10 

 

ｐ220・10 

 

ｐ221・4 

 

ｐ221・6 

ｐ221・8 

 

ｐ221・11 

ｐ222・5 

 

 

〈小見出しの削除〉 

 

私たちには 

 

出てくるので、詳しく知ることは 

 

買ってしまいます。 

環境問題に対して 

 

難しいのは、 

環境としての自然が 

 

扱われます。 

この捉え方には 

 

手洗いやうがいなどの予防策に努

めるのですが、 

 

環境問題について……起きるの

は、 

〝「環境」には「私」がいない″ 

 

環境（environment） 

 

ここでは 

間のひとまとまりの 

 

関係にある。 

「あなたたち」にとっての 

 

 

 

 

私たちは 

 

〈原文の一部削除に伴って、文章

を整えた〉 

〈このあと原文削除〉 

ここでひとつの仮説ですが、こう

して環境問題に対して 

〈このあと原文削除〉 

環境が 

 

〈このあと原文・図削除〉 

このとらえ方は 

 

手洗いやうがいなどの予防策に努

めます。予防策に努めるのです

が、 

〈原文の一部削除に伴って、文章

を整えた〉 

「「環境」には「私」がいない」 

 

環境（Environment） 

 

本書では 

あいだにあるひとまとまりの 

 

〈このあと原文削除〉 

「あなたたち」(地域Ａのそれと

は別の私たち)にとっての 

 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

 

・採録スペースの関係による。 

・前項の削除に合わせて修正。 

 

・同上。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・採録スペースの関係による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・煩雑さを避けるため。 

 

 

・採録スペースの関係による。 

 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・教科書として適切な表記に改

めた。 

・部分採録のため。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・採録スペースの関係による。 

・煩雑さを避けるため。 

 

 



単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

主張を比較する 

―環境と倫理 

ｐ222・12 

 

 

ｐ223・6 

ｐ223・10 

ｐ223・11 

ｐ223・11 

 

ｐ223・14 

 

ｐ223・15 

 

ｐ224・1 

ｐ224・1 

 

ｐ224・2 

 

 

ｐ224・3 

 

ｐ224・7 

 

ｐ224・9 

ｐ224・12 

 

ｐ228・1 

ｐ228・16 

ｐ230・10 

ｐ230・11 

ｐ230・12 

 

ｐ230・12 

 

ｐ231・2 

 

ｐ231・10 

ｐ231・11 

ｐ231・15 

 

ｐ231・16 

ｐ232・6、8 

 

ｐ232・11 

ｐ233・1 

 

ｐ223・6 

ｐ233・10 

 

ｐ234・1 

ｐ234・3 

ｐ234・9 

ｐ234・12 

ｐ234・12 

ｐ235・4 

 

ｐ237～243 

 

 

行動することが、 

 

 

対症療法 

できるようになる 

「地球」という 

マクロな視点にまで 

 

風土の特徴である 

 

関係の 

 

手触りのようなもの 

感じられません。 

 

環境問題においては、 

 

 

定義し合うことが 

 

補って 

 

もう一つ 

お互いに定義し合う 

 

いくのだ。 

なってしまう。 

認めているのである。 

義務があるのである。 

〈小見出しの削除〉 

 

技術とより強く結びつくようにな

ったことは 

六十年以上前に 

 

一九一一年に 

ある種の特別な金属のみに 

近年、 

 

拡大されようとしている。 

マイクロメートル 

 

（ナノテクノロジー）の合成、 

思われる。 

 

かまわないとは思っている。 

本来は、環境倫理や 

 

非加熱製剤 

サンフランシスコ地震で 

「妥協」の上に 

設計には 

限度（建築基準）が 

知ったうえで技術化への道を歩む

べきことを、常に 

〈原文の削除・修正〉 

 

行動する(＝「何をまもり、つく

り、つなげていきたいのか」を考

え行動する)ことが、 

対処療法 

でるようになる 

「地球」や「グローバル」という 

マクロ視点にまで 

 

その規模において風土の特徴であ

る 

関係が、 

 

手触り感 

感じられないのですが、〈このあ

と原文削除〉 

環境問題や、ＳＤＧsのような全

人類の開発目標という枠組みにお

いては、 

定義し合うこと(逆限定の関係)が 

 

充足して 

 

本章の最後にひとつ 

逆限定の 

 

〈このあと原文削除〉 

なってしまうだろう。 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

 

技術と強く結びついていることは 

 

五〇年以上前に 

 

一〇〇年前の一九一一年に 

ある種の金属のみに 

最近になって 

 

拡大しようとしている。 

ミクロン 

 

（ナノテクノロジー）、 

〈このあと原文削除〉 

 

かまわないと思う。 

本来は、その技術が環境倫理や 

 

非加熱錠剤 

サンフランシスコ地震のときに 

「妥協」の上で 

設計にも 

限度が 

知った上で、技術化への道を歩む

べきことを常に 

〈大幅訂正のため略〉 

・煩雑さを避けるため。 

 

 

・原典の誤りと思われるため。 

・同上。 

・煩雑さを避けるため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・煩雑さを避けるため。 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・同上。 

・煩雑さを避けるため。 

 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

 

・上記ｐ221・11の訂正で削除し

た内容を受ける表現を削除。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・部分採録のため。 

・上記ｐ221・11の訂正で削除し

た内容を受ける表現を削除。 

・採録スペースの関係による。 

・筆者の意向による。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・筆者の意向による。 

 

・発表時と現在とで年数が合わな

くなっているため。 

・同上。 

・筆者の意向による。 

・発表時から時間が経過している

ため。 

・筆者の意向による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・筆者の意向による。 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・筆者の意向による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・同上。 

・同上。 

・同上。 

・同上。 

・筆者の意向による。 

・わかりやすくするため。 

 

・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現と

なるように修正を加えた。 

合意を形成する 

―現代社会の課題 

ｐ248・1 

ｐ250・11 

 

ｐ250・11 

ｐ251・8 

 

ｐ253・7 

ｐ255～262 

「折り返し点」を過ぎた「近代」 

〈私〉中心の近代 

 

言います。 

求めるのです。 

 

これこそが 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

〈個人〉や〈私〉中心の近代 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

これこそが本書で考える 

〈大幅訂正のため略〉 

 

 

 

・部分採録のため。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・採録スペースの関係による。 

・部分採録のため、前項を受けた

表現を削除。 

・部分採録のため。 

・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現と

なるように修正を加えた。 

 



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 2 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 URL 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

表4 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 14 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「何も知らない〈私〉」を知る　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙2-1添付

自社ページＵＲＬ 「何も知らない〈私〉」を知る　語彙力ドリル　語句の意味 別紙2-2添付

3 22 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=
D0022110034_00000

動画(NHK高校講座　「文の構成～スピーチ～」)

4 26 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「本当の自分」幻想　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙3-1添付

自社ページＵＲＬ 「本当の自分」幻想　語彙力ドリル　語句の意味 別紙3-2添付

5 44 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?d
as_id=D0005320645_00000

動画(NHK for School 「プレゼンテーションのしかた」)

自社ページＵＲＬ 参考資料　太宰治『走れメロス』本文 別紙4添付

6 58 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【対比】解説動画 別紙5添付

7 59 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「間」の感覚　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙6-1添付

自社ページＵＲＬ 「間」の感覚　語彙力ドリル　語句の意味 別紙6-2添付

8 64 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【具体と抽象】解説動画 別紙7添付

9 65 二次元コード 自社ページＵＲＬ
日本語は世界をこのように捉える　語彙力ドリル　語句の言い換
え

別紙8-1添付

自社ページＵＲＬ 日本語は世界をこのように捉える　語彙力ドリル　語句の意味 別紙8-2添付

10 70 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【事実と意見】　解説動画 別紙9添付

11 71 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「私作り」とプライバシー　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙10-1添付

自社ページＵＲＬ 「私作り」とプライバシー　語彙力ドリル　語句の意味 別紙10-2添付

12 76 二次元コード 自社ページＵＲＬ 水の東西　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙11-1添付

自社ページＵＲＬ 水の東西　語彙力ドリル　語句の意味 別紙11-2添付

13 77 二次元コード 自社ページＵＲＬ 動画（鹿おどし） 別紙12添付

14 82 二次元コード 自社ページＵＲＬ 水に関わる芸術や文化　解答例 別紙13添付

龍安寺 http://www.ryoanji.jp/smph/index.html 参考リンク１　龍安寺

城南宮 https://www.jonangu.com/kyokusuinoutage.html 参考リンク２　城南宮

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110034_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110034_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005320645_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005320645_00000
http://www.ryoanji.jp/smph/index.html
https://www.jonangu.com/kyokusuinoutage.html


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

UNESCO世界遺産
委員会

http://whc.unesco.org/ja/list/1413 参考リンク３　ヴィルヘルムスヘーエ城公園

15 90 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?d
as_id=D0005180394_00000

動画(NHK for School 「アンケートの作り方」）

NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?d
as_id=D0005180396_00000

動画(NHK for School 「分析のしかた」）

16 94 二次元コード 自社ページＵＲＬ ものとことば　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙14-1添付

自社ページＵＲＬ ものとことば　語彙力ドリル　語句の意味 別紙14-2添付

17 101 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料　『ことばと文化』（鈴木孝夫）抜粋 別紙15添付

18 104 二次元コード 自社ページＵＲＬ 人工知能に未来を託せますか？　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙16-1添付

自社ページＵＲＬ 人工知能に未来を託せますか？　語彙力ドリル　語句の意味 別紙16-2添付

19 112 二次元コード 自社ページＵＲＬ 現代の「世論操作」　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙17-1添付

自社ページＵＲＬ 現代の「世論操作」　語彙力ドリル　語句の意味 別紙17-2添付

20 128 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=
D0022110020_00000

動画（NHK高校講座　「適切な表現」）

NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=
D0022110025_00000

動画（NHK高校講座　「接続語」）

NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=
D0022110031_00000

動画（NHK高校講座　「比喩表現」）

21 134 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=
D0022110042_00000#in=0&out=1200

動画（NHK高校講座　「この説明で分かりますか？」）

22 150 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【主張と根拠】解説動画 別紙18添付

23 151 二次元コード 自社ページＵＲＬ デザインの本意　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙19-1添付

自社ページＵＲＬ デザインの本意　語彙力ドリル　語句の意味 別紙19-2添付

24 155 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【主張と反論】解説動画 別紙20添付

25 156 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「動機の語彙論」という視点　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙21-1添付

自社ページＵＲＬ 「動機の語彙論」という視点　語彙力ドリル　語句の意味 別紙21-2添付

26 161 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【推論】解説動画 別紙22添付

27 162 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンピュータが作る俳句　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙23-1添付

自社ページＵＲＬ コンピュータが作る俳句　語彙力ドリル　語句の意味 別紙23-2添付

28 166 二次元コード 自社ページＵＲＬ
〈鏡〉という現象――装いとは何か　語彙力ドリル　語句の言い
換え

別紙24-1添付

自社ページＵＲＬ 〈鏡〉という現象――装いとは何か　語彙力ドリル　語句の意味 別紙24-2添付

29 174 二次元コード 自社ページＵＲＬ 不均等な時間　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙25-1添付

http://whc.unesco.org/ja/list/1413
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180394_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180394_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180396_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180396_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110020_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110020_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110025_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110025_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110031_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110031_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110042_00000#in=0&out=1200
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110042_00000#in=0&out=1200


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

自社ページＵＲＬ 不均等な時間　語彙力ドリル　語句の意味 別紙25-2添付

30 184 二次元コード 自社ページＵＲＬ
岩井克人が語る　「無」から「有」を生む貨幣　語彙力ドリル
語句の言い換え

別紙26-1添付

自社ページＵＲＬ
岩井克人が語る　「無」から「有」を生む貨幣　語彙力ドリル
語句の意味

別紙26-2添付

31 192 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料　紙幣・硬貨とデジタル通貨の特徴 別紙27添付

32 193 二次元コード 自社ページＵＲＬ ロビンソン的人間と自然　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙28-1添付

自社ページＵＲＬ ロビンソン的人間と自然　語彙力ドリル　語句の意味 別紙28-2添付

33 200 二次元コード 自社ページＵＲＬ フェアな競争　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙29-1添付

自社ページＵＲＬ フェアな競争　語彙力ドリル　語句の意味 別紙29-2添付

34 209 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料　思想家・用語解説 別紙30添付

35 210 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=
D0022110044_00000#in=0&out=1200

動画(NHK高校講座 「『意見』と『意見文』」)

36 218 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「環境」には「私」がいない　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙31-1添付

自社ページＵＲＬ 「環境」には「私」がいない　語彙力ドリル　語句の意味 別紙31-2添付

37 227 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「文化」としての科学　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙32-1添付

自社ページＵＲＬ 「文化」としての科学　語彙力ドリル　語句の意味 別紙32-2添付

38 237 二次元コード 自社ページＵＲＬ 生と死が創るもの　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙33-1添付

自社ページＵＲＬ 生と死が創るもの　語彙力ドリル　語句の意味 別紙33-2添付

39 244 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料　柳沢桂子　主な経歴 別紙34-1添付

自社ページＵＲＬ 参考資料　柳沢桂子　短歌26首 別紙34-2添付

40 248 二次元コード 自社ページＵＲＬ 〈私〉時代のデモクラシー　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙35-1添付

自社ページＵＲＬ 〈私〉時代のデモクラシー　語彙力ドリル　語句の意味 別紙35-2添付

41 255 二次元コード 自社ページＵＲＬ
リスクを考える――「みんなで決める」はなぜ重要か　語彙力ド
リル　語句の言い換え

別紙36-1添付

自社ページＵＲＬ
リスクを考える――「みんなで決める」はなぜ重要か　語彙力ド
リル　語句の意味

別紙36-2添付

42 276 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?d
as_id=D0005180417_00000

動画(NHK for School 「議論のまとめ方」)

43 293 二次元コード 自社ページＵＲＬ 常用漢字表 別紙37添付

44 294 二次元コード 自社ページＵＲＬ 評論キーワード一覧 別紙38添付

https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110044_00000#in=0&out=1200
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110044_00000#in=0&out=1200
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180417_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180417_00000
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